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自ら考え、共に学び合い、表現し合う生徒の育成 

― より深い学びを目指した保健体育の授業実践を通して ― 
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１ 研究主題について 

 新学習指導要領には、平成 20年改訂の学習指導要領の成果として、運動やスポーツが好きな児童生徒の割

合が高まったこと、体力の低下傾向に歯止めが掛かったこと、｢する、みる、支える｣のスポーツとの多様な

関わりの必要性や公正、責任、健康・安全等、態度の内容が身に付いていること、子供たちの健康の大切さ

への認識や健康・安全に関する基礎的な内容が身に付いていることなどが挙げられている。その一方で、習

得した知識や技能を活用して課題解決することや、学習したことを相手に分かりやすく伝えること等に課題

があると述べられている。 

 東温市・上浮穴郡においても、同様の傾向がある。東温市では、保健体育科の授業に意欲的に取り組む生

徒が多く、話合い活動においても積極的に友人と対話する場面も見られる。しかし、話合い活動において、

習得した知識を分かりやすく相手に伝えることには課題が見られる。上浮穴郡では、保健体育科の授 業に

真面目に取り組む生徒が多く、友人と楽しく活動できている。しかし、教師からの指示を待つ生徒が多く見

られ、習得した知識や技能を活用し、課題解決に向けて主体的に活動することに課題がある。したがって、

自己の運動や健康についての課題の解決に向け、習得した知識や技能を活用し、主体的に学習に取り組む、

仲間と対話し協力して学習に取り組む、学習したことを相手に分かりやすく伝えることのできる生徒を育成

するための授業づくりを行っていく必要があると考える。 

 そこで、東温市・上浮穴郡学校体育会では、上記の課題の改善に向け、｢自ら考え、共に学び合い、表現し

合う生徒の育成｣を研究主題に掲げるとともに、より深い学びを目指した体育の見方・考え方を働かせる授業

実践を行うこととした。 

 

２ 研究内容及び方法 

(1) 研究内容 

① 単元計画の工夫 

 自ら考え、共に学び合い、表現し合う生徒を育成するためには、単元の学習に必要な基本的な知識や技能

を習得したうえで、その知識や技能を活用する場面を設定することが必要であると考えた。そこで単元の前

半に基本的な知識や技能を習得させ、後半では、学習を振り返る場面やグループで対話する場面などにおい

て、単元の前半で習得した知識や技能を活用する場面を設定するよう単元計画を工夫した。 

② 学びを深めるための工夫 

 主体的に学習に取り組むこと、仲間と対話し協力して学習に取り組むことや学習したことを相手に分かり

やすく伝えることができる生徒を育成するために、自他の課題の解決に主体的に取り組ませる工夫や、協働

的な学習の場による相互評価等の取組を行うことが必要であると考えた。そこで、各校の実態に応じて学び

を深めるための工夫を施した。 

(2) 研究方法 

① 実態の把握 

 授業の開始前にアンケート調査を実施することや、新体力テストの結果や前年度までの生徒の活動の様子

から実態を把握する。 
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② 授業実践 

 各校で作成した単元計画を基に、学びを深めるための工夫を施した授業実践を行う。 

③ 評価 

 授業実践後のアンケートや生徒の学習カードの内容、新体力テストの結果や技能の変容から評価を行う。 

 

３ 実践報告 

実践事例１ 東温市立川内中学校 第３学年 球技「バスケットボール」 

(1) 研究のねらい 

 スポーツイベントの企画・運営を通して課題を見付け、その解決を図る過程の中で、自ら考え、共に学び

合い、表現し合う生徒を育成する。 

(2) 研究の実際 

① 単元計画の工夫 

 生徒は２年時にバスケットボールを履修し、パスやドリブル、シュート等の基本的な技能はある程度身に

付けている。そこで、今年度は、試しの試合を行った後、基本的な技能や対人プレーの習得に４時間、イベ

ントの企画・運営に６時間をあてる計画とした（表１）。 

表１ 第３学年球技「バスケットボール」単元計画 

時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 

学
習
内
容 

試しの 

試合 
基本的な技能の習得 

イベントの企画・運営 

企画 練習 試合 
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２対１ ３対３ 

５対５ 

実施競技決定 

運営組織決定 
練習内容決定 

開会式 

準備運動 

試しの 

試合 

パス 
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３対２ 

４対４ 

チーム分担 

係決定 
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② 話合い活動（実施競技・運営組織の決定） 

 ｢スポーツイベントを開催するためには、事前に何を話し合えばいいだろうか？｣という学習課題に対して、

体育委員と評議委員が司会を務め、クラス全員で話合いを行った。競技はバスケットボールとし、３つの係

に分かれて準備していくことになった。また係とは別に、体育委員、評議委員、バスケットボール部員代表

者によるイベント実行委員が、バスケットボール部の人数、身長、運動能力、人間関係等を総合的に判断し

て、１クラスを３チームに分けた。その後、チーム内で３つの係に分かれた。 

③ 準備 

 総務係は、試合方法やローカルルールの決定等を行った。試合はリーグ戦で実施し、勝ち点制で順位決定

をすることになった。ローカルルールとして、バスケットボール部員がシュートを決めると全て１点、その

他の生徒は通常の得点とした。競技・準備係は、試合順の決定や勝敗表の作成、練習場所の割り振り、自分

のチームの練習内容の決定、会場準備等を行った。式典係は、開閉会式の運営や賞状作成等を行った。 

④ チーム練習 

 各チームで準備運動を行った後、競技・準備係の計画に基づいて、３つの場所をローテーションしながら

試合に向けて練習した。代表者が相談し、練習試合をするチームもあった。 

⑤ スポーツイベントの実施 

 競技・準備係を中心に、リング、得点板、勝敗表、タイマー、カーテン等の準備を行った。式典係の進行

による開会式の後、総務係代表の指示によりストレッチを行い、試合を開始した。試合のないチームが審判・

得点を担当し、試合後に式典係に報告する。集計表を記入する際にミスが起こりにくい工夫として、各チー

ムが着用しているビブスの色を勝敗表に反映させたり、事前に試合順を表に書き込んだりしていた。 



実践事例２ 久万高原町立美川中学校 第１、２、３学年 「体つくり運動」 

(1) 研究のねらい 

  ｢運動プログラム｣を計画・実践・評価・修正・相互評価することを通して、課題の解決に向け、自ら考 

 え、友人と共に学び合い、互いの考えを表現し合う生徒を育成する。 

(2) 研究の実際 

① 単元計画の工夫 

 ５月上旬に、体力の要素やトレーニングの原則等についての学習や、｢運動プログラム｣の運動内容の説明

や実践を行い、｢運動プログラム｣を作成するために必要な知識を習得させた。５月下旬より、事前学習で得

た知識を活用して作成した｢運動プログラム｣を実践させた（表２）。 

 表２ 第１，２，３学年「体つくり運動」単元計画 
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② 実態の把握 

 実践前後の体力テスト、運動有能感に関するアンケートの結果は以下の表３，表４の通りである。 

  表３ 新体力テスト結果           表４ 14歳から 15歳にかけての記録変容比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 ５月と７月の体力テストの結果を比較すると、男子の上体起こし、長座体前屈、持久走の３項目、女子の

長座体前屈の記録は低下したが、その他すべての項目の記録が向上した。また、14 歳から 15 歳にかけての

体力テストの記録の変容(H29 体力・運動能力調査(スポーツ庁))を２か月分に換算したデータと、本校の２

か月間の記録の変容を比較しても同様のことが言えるため、今回の体力テストの記録の向上は、年齢による

ものではなく、実践による効果であると考えられる。 

 運動有能感に関するアンケートでは、実践前の昨年の３月と、実践後の今年の７月を比較すると、身体的

有能感、統制感、受容感のすべての項目が向上していた。 

③ 自ら考え・学び合い・表現し合うための工夫 

 自ら考えるための工夫として、体力テストの結果分析を基に、自己の課題に応じた｢運動プログラム｣を計
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画させた。更に、２週間に１度実践を振り返り、自己の｢運動プログラム｣を評価・修正させた（図１，２）。

この実践を２か月間実施した。これらの工夫をすることにより、生徒達は、実践の効果を実感しながら活動

することができ、主体的に｢運動プログラム｣に取り組むことができた。振り返りシートには、｢記録が向上し

て嬉しかった。｣｢これからも頑張ろうと思えた。｣など、意欲の高まりが感じ取れる内容が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学び合う・表現し合うための工夫として、２週間に１度の振り返

りの際、相互評価の時間を設けた。そこで、互いの実践についてア

ドバイスをワークシートに記入させるとともに、グループ内でよ

り良い実践に向けての話合いをさせた。これらの工夫をすること

により、生徒達は課題の解決に向け、友人と学び合うことの大切さ

に気付き、ワークシートによる相互評価や話合い活動において、意

見を積極的に交換するようになった。振り返りシートには、「友人

のアドバイスにより、上手くいった。｣｢自分では気付かない改善点

に、気付くことができた。｣など、相互評価が効果的であったとい

う意見も見られた（図３）。 

④ 深い学びを目指した場の設定 

 深い学びを目指した場の設定として、授業、部活動、休み時間、

家庭などの様々な場面でトレーニングを行い｢する、みる、支える、知る｣の運動への多様な関わり方に取り

組ませた。これらの工夫をすることにより、生徒達は、活動する人、それを手伝う人、周りでその活動を見

る人、友人の活動から新たな知識を得る人というように、運動に対して様々な関わり方をするようになった。

振り返りシートには「友人と共に活動することで楽しく行えた。｣「友人と誘い合って楽しく活動できた。」

など、運動をする楽しみや喜びを実感できたという意見も見られた。 

 

４ 研究の成果と今後の課題 

本研究では、学習指導要領の改訂の趣旨を踏まえ、各校の実態に応じ、自ら考え、共に学び合い、表現し

合う生徒の育成に取り組んできた。今回の実践では、自他の課題の解決に主体的に取り組ませる工夫や、協

働的な学習の場による相互評価等の取組が学びを深め、｢知識・技能｣｢思考力・判断力・表現力｣｢学びに向か

う力・人間性｣の育成へとつながったと考える。また、習得した知識や技能を活用させる場面を設定したこと

で、より効果的に学習を進めることができたと考える。こうした取組は、学習指導要領の改訂前にも行われ

ていたことである。したがって、これまで積み上げてきた実践とは異なる指導方法を導入しなければならな

いということではなく、その学びの質を向上させることが大切であると考える。今後も、｢主体的で対話的な

深い学び｣の視点から、保健体育科の｢見方・考え方｣を働かせることができるような授業実践に取り組み、研

究と修養に努めていきたい。 

図１ 体力テストの分析           図２ 記録シート  

図３ 運動プログラム評価シート 


